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Ⅰ はじめに 

近年の少子高齢化、核家族化、情報化等の社会の変化とそれらを背景とし

た人間関係や地域における連帯意識の希薄化などにより、家庭や地域の教育

力の低下が指摘されています。名護市の教育については、児童生徒のスポー

ツや文化活動などで活躍する一方、学力や不登校・いじめなどに関する課題

や夜型社会の弊害による生活リズムの乱れなどの状況が見られます。また、

子どもたちの多様な体験活動機会の減少が見られ、ゲームや携帯電話、パソ

コンなど、ネット社会における新たな教育課題が出てきています。 

目まぐるしく情報関連技術が進歩する中、家庭・地域・学校・行政の連携

を深めていくことが今後ますます求められてまいります。 

本市教育委員会では、上記の課題並びに国及び沖縄県の教育施策の動向を

踏まえ、平成 26 年３月に「第２次名護市教育振興基本計画（平成 26 年度～

31 年度※1）」（以下、「基本計画」という）を策定したところです。 

基本計画では、重点施策として「名護市では、平成 26 年度から平成 31 年

度の６か年間で学力を沖縄県１位まで引き上げることを目標に取り組みま

す。」と掲げております。 

平成 31 年度においても、基本計画に基づき、学力向上とより良い教育環境

の整備に向け重点的に取り組んでまいります。 

また、家庭・地域・学校・行政の連携を深めるため、コミュニティ・スク

ール※2の導入に向け重点的に取り組んでまいります。 

 本市教育委員会の重点施策は、国や県の新しい制度や施策を踏まえつつ、本

市の上位計画との整合のもと策定を行い、平成 23 年度に制定した「名護市教

育の日」（１月第３日曜日）の趣旨・目的も踏まえたものとなっております。 

 平成 31 年度におきましても、名護市の未来を担う子どもたち、そして、市

民が生涯にわたって様々な教育を享受し、お互いが高め合えるまちづくりのた

めに、以下のとおり各種施策に重点的に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

※１ 第 2次名護市教育振興基本計画（平成 26 年度～平成 30 年度）は第 352 回教育委員会臨時 

会（平成 30 年 5 月 30 日開催）において、計画期間を平成 31 年度まで延長。 

※２ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 47 条の６の規定に基づく学校運営協議会を 

設置した学校。 
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Ⅱ 教育目標 

１ 自他の生命を尊重し思いやりのある人間を育てます。 

２ 国際性豊かで、時代の変化に対応できる人間を育てます。 

３ 故郷に誇りを持ち、自然・歴史・文化に親しみ、次の世代にそれらを途切 

れることなく引き継いでいける人間を育てます。 

 

Ⅲ 教育方針 

１ より良い教育環境の形成 

幼児児童生徒の「生きる力」を育むために、一人一人の個性や能力の伸 

長を図り、確かな学力、豊かな人間性を育てるための、よりよい教育環境の 

形成に取り組みます。 

２ 生涯学習社会の実現 

公民館・博物館講座の提供、市民参加型の芸術文化の振興、スポーツ活動

の推進など、生涯学習社会の実現に取り組みます。 

３ 学校・家庭・地域の連携・協力体制づくり 

学校・家庭・地域がそれぞれの役割を担い、お互いに連携・協力できる体 

制づくりに取り組みます。 

 

Ⅳ 重点プロジェクト 

「第２次名護市教育振興基本計画（平成 26 年度～31 年度）」（以下「基本計

画」という。）において、「学力向上」を重点プロジェクトとして位置付け、６

か年で学力を沖縄県１位まで引き上げることを目標に取り組むこととしてい

ます。 

本重点施策についても「学力向上」を重点プロジェクトとし、各種施策を実

施することとします。 
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Ⅴ 教育委員会組織図（平成 31 年４月１日現在） 
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社会教育分野を市長部局へ補助執行（組織図一部抜粋） ※破線は当初より市長部局業務

幼稚園分野を市長部局へ補助執行（組織図一部抜粋） ※破線は当初より市長部局業務
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Ⅵ 平成 31 年度名護市教育委員会重点施策 体系 

教育目標 教育方針 個別目標 具体的施策 担当課

教育環境の整備と支援の充実
総務課
学校教育課

学校教育環境・整備の充実 教育施設課

小中一貫教育の推進
学校教育課
教育施設課

学校給食の充実 総務課

名護市立教育研究所運営の充実 学校教育課

学力向上推進事業の充実

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した教育の推
進

国際社会に対応できる人材の育成

キャリア教育の充実

幼児教育の充実
保育・幼稚園
課

郷土・伝統文化の尊重

教育関係機関等との連携

生徒指導の充実

特別支援教育の充実

心豊かな人間性を育む教育の推進

人権教育の充実

平和学習の充実

文化財の保全及び普及活用 文化課

博物館活動の充実 博物館

市民の市史づくり 文化課

新博物館の建設に向けた取組 博物館

市民に開かれた利用しやすい図書館運営

全市民へ公平なサービスの提供

学校図書館との連携

市民会館事業の充実

次世代の芸術文化を担う人材育成の推進

芸術文化団体の支援

市民会館の管理運営の充実

中央公民館の充実

地域公民館の充実

生涯スポーツの充実

競技スポーツの推進

子どもたちのスポーツ活動の支援

スポーツ施設の整備拡充

青少年の健全育成事業の充実 地域力推進課

家庭教育の支援

地域の教育力の充実

生涯学習機会の情報提供・生涯学習施設等と
の連携充実

社会教育団体の活性化

社会教育主事の活動の充実 各支所

文化スポーツ
振興課
高校総体推進
室
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Ⅶ 重点施策 

 

 

 

 

 

 

１ より良い教育環境の整備 

【現状・課題】 

   子どもたちにとってより良い教育環境の提供のため、これまで様々な施

策を展開しているところでありますが、今後とも事業の改善、拡充等の必

要があるため、引き続き、検討を行いながら取組を進めてまいります。 

 【具体的施策】 

 (1) 教育環境の整備と支援の充実 

・市民の教育に対する意識と関心を高めることを目的とした「名護市 

教育の日」の実施（教育委員会総務課） 

   ・ 「子ども夢基金」を活用した子ども達の夢実現の支援（教育委員会 

総務課） 

・ 児童生徒等の文化・スポーツ活動における大会派遣費の一部補助に 

よる経済的支援の継続（教育委員会総務課） 

・ 平成 32 年度からの給付型奨学金制度実施に向けた取組（教育委員会 

総務課） 

   ・ 「名護市教育情報化推進計画」の進捗状況の点検及び円滑な推進 

・ 校務支援システムの導入及び活用促進（学校教育課） 

   ・ 学校評価及び学校評議員制度の充実（学校教育課） 

   ・ 運動部活動等の在り方に関する方針策定への取組（学校教育課） 

 (2)  学校教育環境・整備の充実（教育施設課） 

・ 老朽化している学校施設の修繕 

・ 学校施設へ空調設備整備の推進 

・ 学校施設におけるブロック塀の安全対策の推進 

・ 屋外教育環境（グラウンド）の整備充実 

  (3) 小中一貫教育の推進 

   ・ 「緑風学園」及び「屋我地ひるぎ学園」の特色ある教育活動の充実 

（学校教育課） 

   ・ 施設一体型小中一貫教育校「屋我地ひるぎ学園」の施設整備の推進 

（教育施設課） 

 (4)  学校給食の充実（教育委員会総務課） 

   ・ 学校給食施設再整備による第一学校給食センター並びに第二学校給 

食センターの建設に向けた取組 

教育方針１ より良い教育環境の形成 

幼児児童生徒の「生きる力」を育むために、一人一人の個性や能力の伸 

長を図り、確かな学力、豊かな人間性を育てるための、よりよい教育環境の 

形成に取り組みます。 
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・ 学校給食食材取引業者の登録制に基づく、安心安全な食材使用及び 

地産地消の推進の実施 

   ・ 園児･児童生徒へ提供する学校給食のより一層の質の向上及び食に関 

する正しい理解と望ましい食習慣を養うことを目的に教育活動の一環 

である学校給食の無償化を継続する。 

・ 児童生徒一人ひとりが、食に対する興味と関心を高めるため、学校に

おける弁当の日を推進 

  (5)  名護市立教育研究所運営の充実（学校教育課） 

   ・ 授業改善に係る研究の充実 

・ 適応指導教室の充実 

・ 教育相談室の充実 

 

２ 確かな学力を身に付けさせる教育の推進（学校教育課） 

 【現状・課題】 

  学力において、小学校では平成 26 年度以降、全国学力学習状況調査にお

いて改善傾向が見られています。中学校においても一定の改善傾向が見られ

るものの、学力向上は大きな課題であります。 

児童生徒が主体的・意欲的に学習に向かう姿勢『学びたい！』を育て、学

力向上を図るため、各種研修や学校間の連携をとおした教師の授業力向上を

柱として、今後も引き続き学力向上に向けた取組を進めてまいります。 

   

 【具体的施策】 

 (1) 学力向上推進事業の充実 

・ 名護市学力向上推進委員会の充実 

・ 学校訪問や研修の見直し 

・ 中学校校区で連携した教育の推進（学びの一貫性と確かな接続） 

・ 授業力向上に向けた小中合同での研修会等の開催 

・ 小中学校に配置される支援者等の人材確保及び効果的な配置と活用 

・ 学習支援ボランティアを活用した学習支援の充実 

   ・ 研究指定の充実 

   ・ 新学習指導要領の全面実施に向けた新しい教育課程編成の準備 

 (2)  ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した教育の推進 

・ 授業用ソフト（デジタル教科書等）の活用 

・ ＩＣＴ機器（授業用ＰＣ、実物投影機及びタブレット等）を活用し

た「分かる授業」の推進 

・ ＩＣＴを活用した遠隔交流授業の推進 

・ 情報教育研修会の充実（情報モラル教育、セキュリティ対策の充実 

  (3)  国際社会に対応できる人材の育成 

   ・ 市内小学校で教育課程特例校（第１・２学年で外国語活動）を導入 
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・ 第３～６学年で英語教育を全面実施し、英語を用いたコミュニケー 

  ションを図る素地・基礎となる資質・能力の育成 

・ 英語能力調査の実施 

・ 中学生への英語検定料金一部補助の実施 

・ 中学生海外短期留学派遣事業のプログラムや派遣生徒の選考方法等  

の検討及び内容の充実 

・ 英語教育担当者を対象とした研修会の充実 

・ 国際交流授業の推進 

 (4) キャリア教育の充実 

・ キャリア教育コーディネーターを活用した、名護市の「ヒト・モノ・

コト」にふれる職場体験、ジョブシャドウィング、職業人講和の充実 

(5) 幼児教育の充実 

・ 幼稚園教諭の研修の充実（保育・幼稚園課） 

・ 全小学校での「小学校区保幼小連絡会」の充実（学校教育課） 

・ 適正規模での教育・保育の実施（保育・幼稚園課） 

・ 幼稚園指導主事の配置（保育・幼稚園課） 

・ 瀬嵩保育所と久志幼稚園を統合し、新たな市立幼保連携型認定こど 

も園の設置に向けた設計業務の実施（こども育成環境整備プロジェク 

トチーム） 

   ・ 緑風学園に隣接して整備する認定こども園に放課後児童クラブ専用 

室を合築整備（こども育成環境整備プロジェクトチーム） 

・ 幼稚園に対する保育料等の助成（名護市幼保助成事業）の継続実施 

（保育・幼稚園課） 

  (6) 郷土・伝統文化の尊重 

   ・ しまくとぅばの普及・継承 

   ・ 書道、和楽器（三線）及び武道の推進 

 (7) 教育関係機関等との連携 

 ・ 公立大学法人名桜大学との連携 

 ・ 国立沖縄工業高等専門学校との連携 

 ・ ＡＬＬやんばるまなびのまちプロジェクト等科学教育関係機関との 

連携（国際海洋環境情報センター、沖縄美ら島財団、沖縄県公衆衛生協 

会、沖縄科学技術大学院 

大学、名護博物館等） 

 

３ 児童生徒理解に基づく教育の推進（学校教育課） 

 【現状・課題】 

  関係機関・団体が連携した生徒指導を実施するため、校区内ネットワー 

クの形成・拡充に努めていますが、不登校やいじめなどの問題行動や夜型 

社会の弊害による生活リズムの乱れ、ネット社会による新たな課題が出て 
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きています。今後とも事業の改善及び拡充に努め、いじめや差別のない名 

護市をめざし、人権・平和教育の充実を図ります。 

 【具体的施策】 

(1) 生徒指導の充実 

・ 平成 30 年度に策定した「名護市いじめ防止基本方針」に基づく、い 

じめの防止等のための対策の総合的かつ効果的な推進（学校教育課） 

   ・ 「名護市生徒指導連絡協議会」の充実 

   ・ 適応指導教室と連携した不登校児童生徒への支援 

   ・ 教育相談の充実 

(2) 特別支援教育の充実 

 ・ インクルーシブ教育の推進 

   ・ 特別支援教育に関する研修会の実施 

   ・ 「名護市教育支援委員会」の充実 

  (3) 心豊かな人間性を育む教育の推進 

   ・ 「考え、議論する」「特別の教科 道徳」の授業の充実 

   ・ 「守礼」「六諭のこころ」等郷土資料を生かした心の教育の充実 

   ・ 情報モラル教育の充実 

・ 「名護市子どもスマートフォン・携帯電話の利用５カ条」の活用 

  (4)  人権教育の充実 

   ・ 「人権の日」の取組の充実 

・ 国立療養所沖縄愛楽園交流会館等の活用 

・ 人権擁護委員の活用 

  (5)  平和学習の充実 

   ・ 「慰霊の日」特設授業の実施 

   ・ 高校生による出前授業の活用 

 

 

 

 

 

１ 文化の保全・活用 

【現状・課題】 

本市には多くの指定文化財（85 件）や埋蔵文化財（約 80 か所）が所在 

  しています。自然や歴史・文化などの各地域に残る文化財を保全すること 

  ともに、教育現場やまちづくりでの文化財の活用に向け、周知していく必 

  要があります。 

市史は、本編・資料編等、これまで 19 巻中 13 巻が刊行されています。 

また、「市史セミナー」や北部の高校生を対象とした「高校生とともに考え 

るやんばるの沖縄戦（戦跡巡り）」、字誌刊行支援を行い、市史の普及活動 

教育方針２ 生涯学習社会の実現 

公民館・博物館講座の提供、市民参加型の芸術文化の振興、生涯スポーツ社

会の実現など、生涯学習社会の実現に取り組みます。 
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にも取り組んでいます。 

歴史的価値のある公文書について整理・保存を行っています。今後、歴 

史文書の扱いについて、庁内への周知強化が求められます。 

市史刊行終了後の資料（市史編さん資料及び歴史公文書資料）と組織の 

在り方について教育委員会で検討していく必要があります。 

名護博物館は、「名護・やんばるのくらしと自然」をテーマに掲げ、博 

物館資料の整理、保存、調査・研究、展示及び教育普及活動に 

取り組んでいます。平成 31 年度は、名護・やんばるの自然と文化拠点施 

設建設に向けて、実施設計、用地購入及び造成工事の実施に取り組みます。 

 

 【具体的施策】 

 (1)  文化財の保全及び普及活用（文化課） 

・ 指定文化財の保存・公開・活用の取組 

・ 名護グシクを始め、市内に所在する遺跡の保存に向けた調査 

・ 市内遺跡詳細分布調査の実施 

・ 市内すべての区での文化財指定を目指し、文化財保護普及活動の取

組 

  (2) 博物館活動の充実（博物館） 

   ・ ぶりでぃ子ども博物館の充実 

・ 展示会の開催や市民ニーズに応じた講座、講演会の実施 

  (3) 市民の市史づくり（文化課） 

   ・ 「名護市史刊行計画」に沿った市史の刊行 

   ・ 市史セミナーなどの教育普及活動の推進 

  ・ 「市制 50 周年記念写真集」の発刊 

  ・ 名護やんばる大百科事典の資料収集及び歴史的文書の収集・整理・ 

保存 

   ・ 平和学習「高校生徒ともに考えるやんばるの沖縄戦」を実施 

   ・ 民話・戦争体験等の紙芝居の製作の支援 

   ・ やんばるの集落撮影保存及び村踊り、伝承話、文献資料、写真資料

等の保存活用 

 (4) 新博物館の建設に向けた取組（博物館） 

 ・ 名護・やんばるの自然と文化拠点施設建設に向けた、実施設計、用地

購入及び造成工事の実施 

・ 名護・やんばるの自然と文化拠点施設建設に向けた、博物館資料の 

整理、保存、調査研究、教育普及の取組 

 ２ 図書館サービスの充実（中央図書館） 

 【現状・課題】 

   各地域での読書活動を推進するために移動図書館の充実や各学校・各支

所・地域公民館等へのセット貸出しに取り組み、全市民が平等に図書館サ
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ービスを受けられるように資料・情報の収集・提供を積極的に行っていま

す。 

   障がい者や高齢者の利用促進、乳幼児対象の読み聞かせ活動の充実に今

後も継続的に努めていきます。 

 【具体的施策】 

 (1)  市民に開かれた利用しやすい図書館運営 

 ・ リクエスト、レファレンスサービスの充実 

   ・ 市民の要望に考慮した講演会・コンサート・企画展等の実施 

・  大活字本やＬＬブック、朗読ＣＤの充実等、障がい者や高齢者が利

用しやすい資料の収集・提供 

   ・ 関係部署と連携し、市民の課題解決に必要な資料や情報の提供 

・  中高年層を対象とした音読講座の開催 

・ 読み聞かせボランティアの養成 

・ 乳幼児向けの読み聞かせ事業の充実 

  (2)  全市民へ公平なサービスの提供 

   ・ 移動図書館、羽地地区センター図書室の充実 

・ 地域公民館、老人福祉施設、企業等へのセット貸出の推進 

  (3) 学校図書館との連携 

・ 「名護市子どもの読書活動推進計画」に基づく、市立図書館と学校 

図書館の連携及び子どもの読書環境の充実 

・ 「ファミリー読書」の推進 

 

３ 芸術文化を創造するための環境づくりの推進（文化スポーツ振興課） 

 【現状・課題】 

市民会館は、「発表の場」のみならず芸術文化活動の拠点として位置づけ、

地域密着型・市民参加型を基本に「育成の場」として活発に創造活動ができ

る管理運営及び施設整備に努めています。また、次世代を担う青少年の感性

豊かな人材育成事業として、子ども芸術支援事業やアウトリーチ事業等を展

開するとともに、文化協会等、芸術文化活動を行う団体を支援し、市民への

芸術文化の向上に努めています。 

   市民会館は供用開始から 30 年超となり、老朽化が進んでいます。随時修

繕等を行っていますが、施設の安全管理については、充分な配慮が必要で

す。 

また、市民会館の運営組織の在り方について、よりよい方法を検討しま 

す。 

 【具体的施策】 

 (1) 市民会館事業の充実 

   ・ 地域の芸術文化を生かしたまちづくりの展開 

   ・ 芸術創造活動への参加・体験の促進及び市民のニーズに沿った芸術 
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    文化事業の実施 

・ 市民参加型事業の充実 

・ 高齢者、障がい者施設へのアウトリーチ事業の拡充 

 (2)  次世代の芸術文化を担う人材育成の推進 

・ 子ども芸術支援事業（名護ジュニアオーケストラ・名護市児童劇団・ 

名護市児童合唱団・こども一万人の個展）の充実 

・ 市内の学校等と連携したアウトリーチ事業の展開 

（3） 芸術文化団体の支援 

   ・ 文化協会等を中心に地域と連携した「しまくとぅば」の普及推進 

 (4) 市民会館の管理運営の充実 

   ・ 利用者のニーズに応じた管理・運営の充実 

・ 計画的な施設の修繕及び設備の維持・改善等の実施 

 

 

４ 公民館活動の充実（中央公民館） 

 【現状・課題】 

多様化する現代社会のニーズを的確に捉え、それに応えられる事業企画に 

務めます。また、地域の公民館を積極的に活用し、地域課題の解決に努めま 

す。 

 【具体的施策】 

 (1)  中央公民館の充実 

・ 既存サークル等の活発化 

（サークル展示発表会の開催 サークル紹介の作成） 

・ 効果のある講座の提供（連続講座や関係性の強い講座の開催により 

サークル化を目指す。） 

・ 広報活動、情報提供等の充実 （市民のひろば、中央公民館ＨＰへの 

講座情報掲載 ） 

・ 中央公民館施設の管理（クーラーの修理等、老朽化に伴う施設の改 

善実施） 

  (2)  自治公民館の充実 

・ 既存コミュニティ施設の修繕等に対する適切な助言及び老朽化によ  

る大規模修繕等に関する支援の実施 

・ 「名護市公民館連絡協議会」との連携の充実 

・ 各区及び他機関と連携した講座の実施 

 

５ スポーツ・レクリエーション活動の充実（文化スポーツ振興課、高校総体

推進室） 

 【現状・課題】 

   名護市スポーツ推進計画(平成 27 年 3 月策定)に基づき、各種スポーツ教
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室等の開催やスポーツ環境の整備等各種施策を推進し、「いつでも どこで

も だれでも そしていつまでも 気軽にスポーツに親しむあけみおのま

ち・なご」の実現に向けて取り組んでおります。引き続き各種団体と連携

を図りながら取組を進めてまいります。 

 【具体的施策】 

 (1) 生涯スポーツの充実 

・ 各種スポーツ教室の開催(シーカヤック教室、少年少女水泳教室、地 

域での生涯スポーツ教室の開催(移動教室)等) 

・ 学校プール一般開放事業(羽地中、緑風学園)  

・ スポーツ推進委員の組織強化及び活動支援 

 (2) 夢を育む競技スポーツの推進 

   ・ 2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会を機に、子どもたち 

に夢を与え、その可能性を育むため、プロスポーツのキャンプやスポ 

ーツ大会等のスポーツコンベンション誘致に取組み、アスリートとの 

交流機会の創出を図ります。 

・ 2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会の事前合宿等の誘致

や聖火リレー誘致に取り組む。 

   ・ 平成31年度全国高等学校総合体育大会空手道競技及び自転車競技（ロ 

ード）の開催 

  (3) スポーツ施設の整備拡充 

   ・ スポーツ環境の整備や、既存施設の計画的な修繕及び維持管理に努 

めます。 

・ 多様なスポーツコンベンションの進行を図るため、スポーツ施設の 

整備拡充に取組みます。 

 

  

 

 

 

１ 地域・家庭の教育力の再生 

 【現状・課題】 

名護市内における、青少年の深夜はいかい、飲酒、喫煙等の不良行為に 

よる補導件数は減少傾向にありますが、青少年を取り巻く環境は、沖縄県 

特有の夜型社会が依然として課題となっています。青少年健全育成体制の 

充実を図るため、学校、家庭、地域、関係機関の連携強化に取り組んでま 

いります。 

世帯規模の縮小、地域社会の連帯感の希薄化等、子どもたちが生まれ育 

つ家庭環境や地域社会の環境が大きく変化している中、教育の出発点とい 

われる家庭教育について、すべての親に対して家庭教育に関する学びの場 

教育方針３ 学校・家庭・地域の連携・協力体制づくり 

学校・家庭・地域がそれぞれの役割を担い、お互いに連携・協力できる体制

づくりに取り組みます 
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を提供するよう、努めてまいります。また、地域人材の育成や活用、学校、 

地域等との連携強化に取り組んでまいります。 

放課後の学習の定着と文武両道について、保護者や地域ボランティアと 

連携を維持するとともに地域人材の育成に取り組んでまいります。 

 

 【具体的施策】 

 (1) 青少年の健全育成事業の充実（地域力推進課） 

・ 「名護市青少年育成協議会」活動の支援 

・ 「青少年の深夜はいかい防止等名護市民大会」の開催 

・ 「少年を守る日」や、夏まつり、さくら祭りにおける夜間街頭指導 

の実施 

・ 自然体験活動を通した児童生徒の健全育成事業の充実 

  (2) 家庭教育の支援 

・ 家庭教育支援事業の「家庭教育支援チーム」と連携し、親の家庭教 

育に関する学びの機会の提供（学校教育課） 

 ・ 家庭の教育力を高めるための「やーなれー運動」「親の学びあいプロ 

グラム」や講座等の実施（学校教育課） 

・ 子育てについての課題や悩みを解消するため、地域や学校と連携し 

 た講座の実施（地域力推進課） 

  ・ 児童生徒の基本的生活習慣の確立を図るため、「早寝・早起き・朝ご 

はん」の推進（学校教育課） 

・ 「家庭の日」や「６：３０運動」の推進（学校教育課） 

・ 食育及び弁当の日実施の推進（総務課・学校教育課） 

 (3) 地域の教育力の充実 

・ 「子どもの家」事業の推進（地域力推進課） 

・ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入推進（学校 

教育課） 

・ 「学校・家庭・地域連携事業」の推進 

   ・ 地域人材の育成や活用、学校や関係機関との連携による持続可能な 

仕組みつくり、地域全体で家庭教育支援を推進 

・ 「文武両道プロジェクト」の推進（学校教育課） 

・ 「放課後学習支援教室」の推進（学校教育課） 

  (4) 生涯学習機会の情報提供（地域力推進課） 

   ・ 各種団体名簿等の充実 

  (5) 社会教育団体の活性化（地域力推進課） 

   ・ 「名護市青年ネットワーク連合会」「名護市婦人会」「名護市子ども 

会育成連絡協議会」「名護市 PTA 連合会」等の活動の支援 

   ・ 社会教育団体等の指導者研修会の実施 

   ・ 青少年健全育成体制の充実のためのリーダーの育成及び様々な体験 
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活動の場の提供 

  (6) 社会教育主事の活動の充実（各支所） 

・ 各地区で行う地域の社会教育事業及び社会教育団体等の活動の支援 


